
 

 

 

 

 

 

 

４月２６日（第２号） 



 目次2－1 

平成３１年豊能町議会４月会議会議録目次 

平成３１年４月２６日（第２号）  

 

出 席 議 員 ……………………………………………   １ 

 

議 事 日 程 ……………………………………………   ２ 

 

開 議 の 宣 告 ……………………………………………   ３ 

 

（常任委員会委員長報告・質疑・討論・採決）……………………   ３ 

第２０号議案 豊能町税条例改正の件  

第２１号議案 平成３１年度豊能町一般会計補正予算の件  

第２２号議案 平成３１年度豊能町国民健康保険特別会計事  

       業勘定補正予算の件 

第２３号議案 平成３１年度豊能町国民健康保険特別会計診  

       療所施設勘定補正予算の件  

第２４号議案 平成３１年度豊能町介護保険特別会計事業勘  

       定補正予算の件  

第２５号議案 平成３１年度豊能町下水道事業特別会計補正  

       予算の件 

 

（議案提案説明・質疑・討論・採決） 

第２１号議案 平成３１年度豊能町一般会計補正予算に対す  

       る修正案………………………………………………  １１ 

 

町 長 あ い さ つ ……………………………………………  １９ 

 

散 会 の 宣 告 ……………………………………………  ２０ 

 

 



 2－1 

平成３１年豊能町議会４月会議会議録（第２号） 

 

年 月 日 平成３１年４月２６日（金） 

場 所 豊 能 町 役 場 議 場 

出 席 議 員 １２名 

       １番 長澤 正秀      ２番 田中 龍一 

       ３番 中川 敦司      ４番 寺脇 直子 

       ５番 管野英美子      ６番 永谷 幸弘 

       ７番 井川 佳子      ８番 小寺 正人 

       ９番 秋元美智子     １０番 高尾 靖子 

      １１番 西岡 義克     １２番 川上  勲 

 

欠 席 議 員 ０名 

 

地方自治法第１２１条の規定により、議会に出席を求めた者は、次のとお

りである。 

町 長  塩川 恒敏      総 務 部 長  内田  敬 

生活福祉部長  上浦  登      建設環境部長  上畑 光明 

教 育 次 長  八木 一史 

 

本会議に職務のため出席した者は、次のとおりである。 

議会事務局長  東浦  進      書 記  立川 哲也 

書 記  田中 尚子 
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議 事 日 程 

平成３１年４月２６日（金）午後１時開議 

日程第１ 第２０号議案 豊能町税条例改正の件 

     第２１号議案 平成３１年度豊能町一般会計補正予算の件 

     第２１号議案 平成３１年度豊能町一般会計補正予算に対する 

            修正案 

     第２２号議案 平成３１年度豊能町国民健康保険特別会計事業 

            勘定補正予算の件 

     第２３号議案 平成３１年度豊能町国民健康保険特別会計診療 

            所施設勘定補正予算の件 

     第２４号議案 平成３１年度豊能町介護保険特別会計事業勘定 

            補正予算の件 

     第２５号議案 平成３１年度豊能町下水道事業特別会計補正予 

            算の件 
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開議 午前９時３０分 

 

○議長（永谷幸弘君） 

  ただいまの出席議員は１２名であります。 

  定足数に達しておりますので、これより

本日の会議を開きます。 

  本日の議事日程はお手元に配付のとおり

でございます。 

  日程第１「第２０号議案から第２５号議

案まで」を議題といたします。 

  これに対する各常任委員会の報告を求め

ます。 

  総務建設常任委員会、西岡義克委員長。 

○総務建設常任委員会委員長（西岡義克君） 

  ただいま議長より御指名をいただきまし

た、西岡でございます。 

  それでは、平成３１年４月会議の総務建

設常任委員会報告をいたしたいと思います。 

  ちょっと花粉症でございまして、お聞き

苦しい点があるとは思いますけれども、ゆ

っくりと大きな声で報告させていただきま

すのでよろしくお願いいたします。 

  それでは、当日、平成３１年４月２３日

午前９時半より開会いたしました。 

  出席者は寺脇副委員長、長澤委員、田中

委員、中川委員、管野委員と私、西岡の６

名全員でございます。委員外出席者として

は永谷議長が出席されました。 

  それでは３１年４月議会付託案件につい

ての報告をいたしたいと思います。 

  まず２０号議案、豊能町税条例改正の件

でございます。 

  提案説明は省略させていただきます。 

  それでは質疑応答でございます。 

  まず、住民税の非課税の範囲を拡充する

もので、未婚のひとり親に関して事実婚か

どうかの確認はどうするのかという問いに

対しまして、児童扶養手当を支給決定する

ときに事実婚かどうかを調査していますの

で、児童扶養手当を支給されているかどう

かで判断をするものでありますという答弁

でございました。 

  討論なし。採決いたしまして、挙手全員

で可決いたしました。 

  続きまして、第２１号議案、平成３１年

度豊能町一般会計補正予算の件の関係部分

のみでございますけれども、報告させてい

ただきたいと思います。 

  提案説明は同様省略させていただきます。 

  それでは、質疑応答でございます。 

  旧社協跡地建物と高山教員住宅を解体し

た跡地はどのように利用する予定かという

質問に対しまして、旧社協跡地はときわ台

駅前にあるので、パーク・アンド・ライド

の駐車場にし、高山教員住宅跡地の活用方

法については今後検討いたしますという答

弁でございました。 

  次に、第４次総合計画の検証と総合まち

づくり計画への継承と計画期間についてど

のように進めていくのかという質問に対し

まして、今回の総合まちづくり計画で第４

次総合計画の検証を行い、第５次総合計画

に当たるべきものなので、継続性を持たせ、

令和３年を策定期間とし、来年から審議し、

実効性のあるものにしてまいりますという

答弁でございました。 

  次に、ホームページの更新事業に住民の

意見、民間活用の導入等を考えているのか。

また、トヨノノレポーターの活用の意向は

あるのか。トヨノノレポーターは広報と報

告のどちらに重点を置くのかという質問に

対しまして、現在のホームページは大変見

にくく、住民の意見も入れ、見やすいよう

に変更し、最新情報も提供できるようにし

てまいります。民活に関しては効果的なＰ

Ｒが可能であればと考えてまいります。ま

たトヨノノレポーターに関しては交流会等

で更新してもらうようにし、どちらかとい
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うと事業の経過や報告に力を入れてまいり

ますという報告でございました。 

  次に、債務負担行為と歳出予算の関連は

どうなっているのかという質問に対しまし

て、債務負担行為は契約年数内での総支払

額を示したもので、歳出予算は年度中の支

払額ですという答弁でございました。 

  次に、スマートフォンの導入に関して、

購入台数とその評価方法は。また、誰が使

用するのかという質問に対しまして、１台

の購入で、町長が主に使用し、ＰＲに役立

つなど費用対効果で評価されるべきである

と考えております。また、決算時の行政評

価シートに記載されることにもなりますと

いう答弁でありました。 

  また、なぜ町長がスマートフォンを使う

のか。スマートフォンの購入よりホームペ

ージの更新のほうが先ではないのか。また

民間ですればよいのではないか。その主要

目的と運用マニュアルはあるのか。具体的

にスマートフォンで何をするのか丁寧な説

明をしてほしいという質問に対しまして、

ホームページとの連携をとっていくためで、

町民との意見交換やタイムリーな情報発信

をするためであります。民間の方がそれぞ

れの関係を構築されることも重要であり、

町が発信するものとコラボできるよう考え

ております。また、緊急連絡や災害時での

対応、情報発信のために利用する予定であ

ります。ホームページの更新は重要な業務

と思っていますが、今後十分に検討してす

みやかな情報発信を心がけてまいりたいと

思っておりますという答弁でありました。 

  しかし町長１人で小まめに情報発信する

のは無理で、現場の職員に持たせるほうが

よいのではないか。また、スマートフォン

の運用マニュアルを先につくるべきではな

いかという質問に対して、今後の運用方法

については、いただきました御意見を踏ま

えて運用マニュアルをつくりたいと思って

おります。また、実験的な事業なので運用

方法や費用対効果を総合的に判断して、職

員にも導入するかどうかを検討したいと思

っております。まずは導入し、その後、運

用方法についてマニュアルをつくりたいと

思っておりますという答弁でございました。 

  また、イベント時や災害時に必要な職員

が持って出るということであれば、町長で

はなく町のスマートフォンということにな

るのではないかという質問に対しまして、

主に町長や秘書担当課が使うということを

想定しておりますが、いろいろな御意見を

いただいたのでどのような形で運用するか

はもう少し時間をいただいて検討したいと

思っております。また、町長が必ず持って

いるものではなく、秘書の者が情報発信の

ために持つこともあります。１人では検証

もできないので役割分担をしてチームをつ

くって情報発信をしていこうかと思ってお

りますという答弁でございました。 

  次に、し尿処理の修繕費は長寿命化に対

するための修繕か、通常の修繕なのか。ま

た、今後のし尿処理はこのままで処理を続

けていくのか、今後どのように考えている

のか。また、摂津市の契約がなくなった場

合は大変なことになると思うが大丈夫なの

かという質問に対しまして、長寿命化と施

設の機能保持の両面を考えております。今

後の処理方法については、公共下水道にす

るには多額の費用がかかるため、町が合併

浄化槽処理方式と決定いたしましたので、

修繕し、現状施設をより長く使っていくと

いう結論に至りました。また、摂津市は、

ほとんどが市街地なのでし尿処理施設を建

設することは地元の理解が得られないので、

２０２３年３月３１日まで覚書を交わして

おりますという答弁でございました。 

  また、第三次生活排水処理基本計画では
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平成４１年度にし尿処理はなくなるとなっ

ているが、そうなるのかという質問に対し

まして、生活排水の適正処理率は現在９9.

１％でありますが、下水道担当課の啓発努

力で徐々にふえていっております。今後も

下水道担当課と連携しながら、平成４１年

度には１００％を目指したいと思っており

ますという答弁でございました。 

  また、下水道を引くための個人負担額は

どのくらいなのかという質問に対しまして、

受益者負担金は１平方メートル当たり８２

２円になりますという答弁でございました。 

  さらに、摂津市のし尿処理の負担金は幾

らかという質問に対して、摂津市が７割程

度の負担で、全体額の3,８００万円程度に

対し、摂津市は二千数百万円程度の負担で

ありますということでございました。 

  次に、防災対策事業の消耗品の内訳はと

いう質問に対しまして、消耗品の内訳は、

毛布、備蓄水、ドラムリール、カセットボ

ンベ、発電機用のオイル、職員用の防災ベ

ルト、ブルーシート等ですという答えであ

りました。 

  また、備品は十分あるのかという質問に

対しまして、府の備蓄方針では災害発生時

から３日間を府と町で備蓄することになっ

ているので、町では1.５日分を備蓄する必

要があります。備蓄水を除いて必要数は確

保してあります。必要な備蓄水6,３００本

については５年で備蓄する計画であります

という答弁でございました。 

  また、備蓄品は町内の全ての避難所に配

置するのか。また、住民に対しての周知は

どうしていくのかという質問に対しまして、

備蓄品は今後全ての避難所に配置していく

方向で考えています。また、防災計画には

備蓄品について掲載していますが、何らか

の形で周知は考えていきたいと思いますと

いう答弁でございました。 

  また、備蓄品の周知や防災対策事業につ

いての町長の考えはということで、塩川町

長より、今回備蓄品で足りないものの予算

を計上いたしました。周知についても今後

協議をさせていただいて進めていきますと

いう答弁でございました。 

  さらに、備蓄品を旧双葉保育所に保管し

ておいて大丈夫なのか。かびが生えたりし

ないのかという質問に対しまして、衛生面

で最適な場所とは言えないので、商工会の

倉庫に移せるようであれば移して適切な管

理に努めたいと思いますという答弁でござ

いました。 

  さらに、賞味期限切れが近い備蓄水は配

布しているのかという質問に対して、賞味

期限が近い備蓄水は危険なため配布してお

りません。とよのまつり等で有効活用して

おりますが、それでも使い切れなかった場

合は廃棄していますということでありまし

た。 

  それに対して、学校で花の水やりなどに

有効に活用してはどうかという提案に対し

て、町内に廃棄前の備蓄水があることを周

知して有効活用してまいりますという答え

でございました。 

  また、災害に備えて食料品を最低３日分

は備蓄する必要があるが、このことが周知

できていないのではないかという質問に対

して、ホームページや広報には載せていま

せんがチラシ等では配布、掲載しておりま

すという答弁でありました。 

  また、土砂災害特別警戒区域の方への戸

別受信機の周知はこれが最後になるのかと

いう質問に対しまして、最後にするかどう

かは状況を見て判断したいと思いますとい

う答弁でございました。 

  また、防災備蓄品の発電機はガスの発電

機かという質問に対して、ガスボンベの発

電機になりますという答弁でございました。 
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  また、戸別受信機に対しての交付税措置

はあるのかという質問に対しまして、平成

３０年度は４９９万円の７割の交付税措置

がありましたという答弁でございました。 

  次に、電送サービスを活用した口座振替

業務の具体的な内容はという問いに対しま

して、現在は銀行とフロッピーディスクで

データのやりとりをしていますが、今後は

ＬＧＷＡＮ回線を用いた方法に変更します

ので、それに係る費用になりますという答

弁でございました。 

  また、コンビニ収納に係る費用のうち、

準備費用とランニングコストの内訳はどう

なっているのかという質問に対しまして、

来年４月に運用開始のため、今回の予算計

上いたしました。費用６９万3,０００円は

準備費用になります。ランニングコストと

しては手数料として収納代行業者に１００

万円程度、あとＬＧＷＡＮ回線を使用した

場合は２６万円程度、合計で１２６万円程

度かかりますという答弁でございました。 

  また、ランニングコストはコンビニ収納

の件数によって変わるのか、それとも一定

なのかという質問に対しまして、１件当た

りの手数料として５５円から６０円程度か

かりますという答弁でございました。 

  次に、野生ジカやイノシシの被害が特に

多い地域と、この予算計上額で十分なのか

という質問に対しまして、特に被害の多い

地域を把握できておりませんが、各地域と

も被害がございます。１０頭分のドッグナ

ビシステムの購入を予定していますが、有

効活用することで効率的な有害鳥獣の捕獲

ができると考えておりますという答弁でご

ざいました。 

  次に、道の駅の委員会は今回で終わるの

か、別の委員会を立ち上げるのか、また新

たに委員会が再編されるのか、今後の検討

になるのかどうかという質問に対して、委

員会については一旦任期は終了しますが、

また何らかの形で立ち上げる方向で考えて

います。今後、引き続きその方に委員をし

てもらうかどうかは現状に応じて考えてい

きたいと思っておりますという答弁でござ

いました。 

  次に、野間口消防分団のポンプ車の購入

は箕面市には関係なく豊能町の全額負担に

なるのかという質問に対して、全額豊能町

の負担でありますという答弁でございまし

た。 

  討論がございまして、反対討論は、スマ

ートフォン購入費用について、質問してい

くたびに答弁が変わっていくことや、ホー

ムページの充実をまず図っていただくこと、

使用に際してのマニュアルづくりを先に進

めるべきである。この点から反対するとい

う反対討論でありました。 

  一方、賛成討論であります。これはホー

ムページの町長の部屋が充実されていない

との話があったが、連動させることによっ

て町長の部屋も充実する。また、町長みず

からがＰＲされるということもあり、いろ

いろな意味で豊能町のＰＲもできていく。

また、いろいろなイベントに行ったときに

町長でしか見られないような角度の写真と

いうのも随時発信することにより理解が深

まると思う。町長みずからがＰＲされると

いうことはいいことだと思うので賛成する。 

  決をとりまして、挙手少数で否決されま

した。 

  次に、第２５号議案、平成３１年度豊能

町下水道事業特別会計補正予算の件であり

ます。 

  提案説明は同様省略させていただきます。 

  それでは質疑応答でございます。 

  公共下水道運営事業の投資的事業は具体

的にどのような事業かという質問に対しま

して、一般的な維持管理事業ではなく、古
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い管を新しい管にかえ、長寿命化する工事

になりますという答弁でございました。 

  討論なし。採決、挙手少数にて否決され

ました。 

  閉会は午前１１時３０分でございました。 

  以上で報告を終わります。 

○議長（永谷幸弘君） 

  次に、福祉教育常任委員会、小寺正人委

員長。 

○福祉教育常任委員会委員長（小寺正人君） 

  小寺正人でございます。 

  平成３１年豊能町議会４月会議、福祉教

育常任委員会報告を行います。 

  委員会は平成３１年４月２２日月曜、午

前９時３０分開会いたしました。 

  出席委員は６名でございます。小寺正人

委員長、井川佳子副委員長、永谷幸弘委員、

秋元美智子委員、高尾靖子委員、川上勲委

員でございます。委員外出席は管野英美子

副議長でございます。欠席委員はございま

せん。 

  平成３１年豊能町議会４月会議付託案件

については、第２１号議案関係部分、そし

て第２２号、第２３号、第２４号の各議案

について審査いたしました。 

  まず第２１号議案、平成３１年度豊能町

一般会計補正予算の件（関係部分のみ）で

ございます。 

  提案説明は省略させていただきます。 

  まず、質疑でございますが、国民健康保

険料について、ペイジーの導入は全国統一

または府全域で統一して行うのかとの質問

に対しまして、ペイジー導入により国民健

康保険等について口座振替手続の簡素化と

徴収率のアップを図る。近隣では箕面市、

摂津市あたりが国民健康保険料に関して導

入していると聞いています。ペイジー導入

で国民健康保険料、介護保険料、後期高齢

者医療保険料、町民税、固定資産税、軽自

動車税を今回扱う予定にしているというこ

とです。それが答弁ですね。ペイジー導入

を国民健康保険料から進めるというのは交

付金の適用があるからですという答弁でご

ざいました。 

  今後の周知方法をどのようにするのかと

いう質問に対しまして、導入は来年度の当

初からの予定しています。会議、端末機器

のテスト等を踏まえて広報を進めていくと

いう答弁でした。 

  次に、徴収率向上は交付金の関係のほか

何かあるのかという質問に対しまして、徴

収については昨年度から都道府県化され、

保険者の努力に対し交付が配分されます。

納付方法は、配分されるという答弁でござ

いました。 

  口座振替は便利であるが滞納者にとって

厳しい措置がとられることはないのかとい

う質問に対しまして、納付方法については

いろいろあり、一つの方法を提供するもの

でありますと。滞納者に対しての対応につ

いてはこれまで同様の扱いをいたしますと

いう答弁でございました。 

  端末機器の設置場所はどこになるのかと

いう質問に対しまして、本庁と支所にそれ

ぞれ１台設置予定ですという答弁でござい

ます。 

  次に、豊寿荘管理事業での虚弱者の入浴

サービスの対応についてお伺いしますとい

う質問に対しまして、虚弱者については現

在検討しております。豊寿荘管理事業につ

いては、使用不可になっている男性浴室を

改修しサークル活動に利用できるようにす

るものですという答弁でございました。 

  豊寿荘管理事業の1,３９７万8,０００円

は設計費等も入っているのかという質問に

対しまして、改修工事、設計、工事の管理

委託業務、管理委託等も含まれますという

答弁でございました。 



 2－8 

  永寿荘、豊寿荘管理事業におきまして、

実際積算内容については庁内でオール豊能

町でチェックはしたのか。コンサルの内容

そのままにしているのかということの質問

に対しまして、去年度、算定時の見積もり

から専門職のチェックを受けて計上を行っ

ているという答弁でございました。 

  次に、公共工事についての積算根拠、業

務委託の実績、請負費等についてお伺いし

ますという質問に対しまして、公共工事と

して一定の流れは踏んでいます。管理事業

の業務委託には設計のほかに常勤・非常勤

職員の窓口業務等、社会福祉協議会の業務

管理委託で考えており、その金額が含まれ

ておりますという答弁でした。そして大阪

府の建築工事の設計と管理の委託料の算定

基準から、直接工事費を参考にして大阪府

が定める数値と当てはめ委託料を算定する、

その基準について予算要求を行っています

という答弁でした。 

  次に、業務委託料が高額と思われる。委

託について指名競争あるいは特定業者に委

託等の流れはどうなっているのかという質

問に対しまして、契約は原則として工事を

伴う委託業務については一般競争入札とし

ています。永寿荘、豊寿荘の工事は一般競

争入札にしますと。それから工事が伴わな

い業務委託は指名競争入札、随意契約を行

っていますという答弁でした。 

  次に、プログラミング教育推進事業は学

校では具体的にどのように進められるのか

という問いに対しまして、今後の流れにつ

いては来年度より小学校で必修化されます。

論理的な思考を学ぶことを目的としていま

す。各教科で学ぶ、教材を通して体験的に

学ぶという二つの手法で学び、体験的に学

ぶためのロボット教材を購入して活用する

ということですという答弁です。 

  次に、教員への負担について、負担にな

らないのかと。プログラミング教育推進事

業について十分な検討はされたのかという

質問に対しまして、教員も学びながら進め

ていきます。去年度より文部科学省から必

修化として示されたもので、体験的に学ぶ

手法もプラスしていく方向で進めています。

来年度に向け今年度中の取り組みをしっか

りと進めますという答弁でした。 

  次に、教材のロボットはどのように配分

されるのかという質問に対しまして、低学

年、中学年、高学年それぞれで検討してい

ます。グループの学び合いを深めることを

目的として購入する予定ですという答弁で

した。 

  次に、保健福祉センター管理事業での事

務室改修について、具体的にどのようなも

のなのかという質問に対しまして、相談業

務が円滑に行えることを第一とし、カウン

ターを前に出す等を検討するということで

ございます。事務室を変更する予定はござ

いませんという答弁でした。 

  次に、公共施設再配置を踏まえ十分検討

されたということかお伺いしますという質

問に対しまして、相談業務のしやすさにつ

いては直近の課題です。長期のものはこれ

から検討していきますという答弁でした。 

  次に、シートス管理事業の空調設備改修

事業については、シートスの利益の半分が

プールされており、改修にも利用すると聞

いていたが、これには利用されるのかとい

う質問に対しまして、シートスの収入につ

いては毎年シートスで歳入歳出を組んでい

ます。５年間トータルで黒字になった分に

ついて半額を町へ支払う契約となっていま

す。平成２９年から５年間というところで

契約になっているという答弁でした。 

  次に、空調はどの場所に当たるのかとい

う質問に対しまして、シートスはオール電

化になっており、プールの冷温水を含め全
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ての空調設備の改修となりますという答弁

でした。 

  次に、チラー、排水管、電気設備的なも

の等全てという解釈でよろしいかという質

問に対しまして、電気等は含みません。排

水管も一部のみ改修が必要、制御盤等の改

修は行いますという答弁でした。 

  冷温水管は取りかえられるのかという質

問に対しまして、冷温水管の一部は取りか

えるが使用できるものはそのまま使うとい

う答弁でございます。 

  次に、工事期間はという質問に対しまし

て、工事は１２０日間です。熱源機器停止

は２０日間を予定していますという答弁で

した。 

  次に、西公民館管理事業では雨漏り対策

は入っていますかという質問に対して、平

成３０年度に雨漏り調査を実施しました。

今後の状況により対応を考えていきますと

いう答弁でございました。 

  次に、平成２９年３月、公共施設総合管

理計画において生涯学習推進事業では具体

的2,１００万円を何をするのかという質問

に対しまして、国の長寿命化プランに基づ

き、公共施設等の総合管理計画が立てられ

ています。その計画に基づき平成３２年度

までに個別施設計画の策定を国に求められ

ています。生涯学習施設の長寿命化計画を

個別の施設ごとに立てるものであります。

今回、チラーの更新に当たり個別計画を作

成します。交付税算入の可能性があること

から個別施設計画の策定予算を計上するも

のですという答弁でした。 

  次に、国が長寿命化プランを出してきた

背景は何かという質問に対しまして、公共

施設の総合管理計画は総務部で作成してい

ます。国は今後の公共施設について市町村

が計画を持つこととし、まずは急いでいる

生涯学習施設関係について個別施設計画策

定することが今回の補正予算に当たります。

個別施設計画を立てることにより交付税を

受けることができます。起債をし、その償

還金に交付税を受け取るという考えから、

まずは個別施設計画を立てる必要がありま

す。今後、順次、他の施設についても個別

施設計画を必要との判断によって進めてま

いりますという答弁でした。 

  新築統合ということもあり得るのかとい

う質問に対して、統合廃止や本来の耐用年

数を延ばす計画でございますという答弁で

ございます。 

  次に、小学校管理事業で、吉川小学校の

水泳授業をシートスで試行実施する経緯に

ついての質問でございます。答弁といたし

まして、吉川小学校の児童数が移動面にお

いて大がかりにならないことから、シート

スでの水泳指導の施行実施を検討していま

す。吉川小学校のプールは水漏れをしてい

る状況であり、水道料金と今回の予算を上

げている経費との差もほぼございませんと

いう答弁でございました。 

  移動・指導の計画は学年ごとにするのか、

児童全員でやるのかということの質問に対

しまして、低学年、中学年、高学年、学年

移動でそれぞれの日を変えての指導を考え

ています。休館日の月曜日は全学年を考え

ています。授業としては６月１０日前後か

ら６月末を予定していますという答弁でご

ざいました。 

  次に、休館日の利用も含んだ上の予算４

５万7,０００円になるのかという質問に対

して、業務委託料４５万7,０００円はシー

トスを借りる費用、それから自動車借り上

げ料６９万5,０００円は移動利用の民間バ

ス借り上げ料となりますという答弁でした。

さらに、プール指導には陸上監視を含め３

人体制が必要となっています。シートスで

は補助員が入り、見守りの人員確保も可能
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となります。老朽化した学校プールと比較

すると施設においても安全面が確保される

との答弁でした。 

  次に、シートスバス、町バスの利用は可

能ですかという質問に対して、シートスの

バスも利用します。乗り切れない場合は民

間のバスも利用します。町バスは大き過ぎ

て横づけが不可能なため利用はできません

という答弁でした。 

  次に、西公民館管理事業につきまして空

調設備は館内全ての取りかえでよいのかと

いう質問に対しまして、３階の空調に関し、

チラー１機の修理となりますという答弁で

した。 

  次に、電気設備に関してキュービクルの

受電設備の更新ということでよろしいかと

いう問いに対しまして、キュービクルの改

修ですという答弁でした。 

  次に、消防設備についてふぐあいなしで

よろしいかという質問に対しまして、消防

設備は平成２９年度に改修済みになってい

ますという答弁でした。 

  次に、エレベーターの改修についてお伺

いしますという質問に対しまして、エレベ

ーターは更新せずに３０数年がたっていま

す。全て改修か一部リニューアルにするか

実施計画において検討しますという答弁で

した。 

  次に、設計費用はどの程度になりますか

という質問に対しまして、エレベーターの

みでの設計金額は出せていませんという答

弁でした。 

  討論なし。採決、全員賛成で可決いたし

ました。 

  次に、第２２号議案、平成３１年度豊能

町国民健康保険特別会計事業勘定補正予算

の件でございます。 

  提案説明は省略いたします。 

  まず質疑として、賦課徴収費について、

口座振替によって収納効果は上がるのかと

いう質問に対して、若干の向上率は認めら

れると考えていますという答弁でした。 

  次に、固定資産税、軽自動車税、国民健

康保険、介護保険、町府民税について今後

の動き方についてお伺いしますという質問

に対して、税務課の中に徴収室があり、滞

納を減らすことを目的としていますが、町

を挙げて今後も滞納を減らす取り組みを続

けていきますとの答弁でした。 

  次に、ペイジーについての説明をしてく

ださいという質問に対しまして、ペイジー

についての利用方法はさまざまありますが、

今回については口座振替について着手しま

すと。ほかの方法については今後の検討課

題とさせていただきたいという答弁でした。 

  討論なし。採決、全員賛成で可決しまし

た。 

  次に、第２３号議案、平成３１年度豊能

町国民健康保険特別会計診療所施設勘定補

正予算の件でございます。 

  提案説明は省略します。 

  質疑といたしまして、国から３分の１の

補助金についてお伺いしますという問いに

対しまして、約３分の１が特別調整交付金

から出る予定となっていますという答弁で

した。 

  歯科用のレントゲンの耐用年数について

伺います。それに対しまして、現在使用の

ものは平成６年に購入しています。今後は

Ｘ線からデジタル化できるものを購入予定

していますという答弁でした。 

  次に、歯科レントゲン装置、診療用バキ

ューム装置、自動血圧計の内訳金額をお伺

いしますということでございます。その質

問に対しまして、歯科レントゲン装置は４

３２万円、診療用バキューム装置６２万1,

０００円、自動血圧計１７万3,０００円、

強酸性水生成器１０万7,０００円、小型高
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圧滅菌器４１万円。 

  それから、これらは全て更新するものと

考えてよろしいかという質問に対して、レ

ントゲン装置とバキューム装置は更新です。

ほかは全て新規購入となりますという答弁

でございました。 

  討論なし。採決、全員賛成で可決いたし

ました。 

  次に、第２４号議案、平成３１年度豊能

町介護保険特別会計事業勘定補正予算の件

でございます。 

  提案説明は省略します。 

  質疑につきまして、第８次介護保険計画

策定委員会でのニーズ調査はいつ行われる

んですかという質問に対しまして、来年度

から策定計画に入ります。そのためのニー

ズ調査などを年度内に行うという答弁でご

ざいました。 

  次に、介護保険は３年に１回見直しとな

っている。本年度着手することはわかって

いたはずです。骨格予算のときに間に合わ

なかった理由は何ですかという質問いたし

まして、計画系の予算というのは庁内では

臨時的経費という位置づけになっていると

いう答弁でした。 

  次に、一般介護予防事業での集う場づく

りの各団体への補助金について具体的な内

容はどうなっているかという質問に対しま

して、いかに介護給付費を受けずに元気に

頑張っていただくかといった、住民主体で

介護予防の実施を目的とする団体に対して

補助を行うものです。立ち上げ支援に６万

円を３団体に補助します。週１回、介護予

防を伴う事業を行うものとしますという答

弁でした。 

  次に、住民は具体的にどのような活動を

すればよいのでしょうかという質問に対し

て、地域の中で集まる場所をたくさんつく

ることによって、独居の方が家から外に出

て介護予防になる活動に参加することを目

的としています。場所は限定するものでは

ありませんという答弁でございます。 

  討論なし。採決、全員賛成で可決いたし

ました。 

  以上で本委員会に付された案件は全て終

了しました。 

  閉会は午後０時０１分でございます。 

  以上でございます。 

○議長（永谷幸弘君） 

  これより委員長報告に対する質疑を行い

ます。 

  審議がスムーズに行われるということと、

委員会の意思の安定という原則があります

ので、当該委員会所属の委員各位の質疑は

差し控えていただきますよう、お願い申し

上げます。 

  第２０号議案から第２５号議案に対する

質疑を行います。ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（永谷幸弘君） 

  質疑を終結いたします。 

（発言する者あり） 

○議長（永谷幸弘君） 

  管野英美子議員。 

○５番（管野英美子君） 

  ５番・管野英美子でございます。 

  第２１号議案、平成３１年度豊能町一般

会計補正予算の修正案を提出いたします。 

○議長（永谷幸弘君） 

  ただいま、管野英美子議員から第２１号

議案に対する修正動議がございました。 

  この動議には定数の１２分の１以上の発

議が必要です。 

  動議に所定の発議者がいますので、成立

いたしました。 

  この際、暫時休憩いたします。 

（午後１時４７分 休憩） 

（午後１時４８分 再開） 
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○議長（永谷幸弘君） 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  第２１号議案に対し、管野議員ほか２名

の議員から、お手元に配付いたしました修

正の動議が提出されています。 

  この動議は、所定の発議者がいますので

成立いたしております。 

  提出者の説明を求めます。 

  管野英美子議員。 

○５番（管野英美子君） 

  皆さん、こんにちは。 

  ５番・管野英美子でございます。 

  第２１号議案、平成３１年度豊能町一般

会計補正予算の修正案を提出いたしました。 

  平成３１年４月２６日。 

  発議者、豊能町議会議員管野英美子。 

  賛同者、同長澤正秀、賛同者、同中川敦

司。 

  第２１号議案、平成３１年度豊能町一般

会計補正予算に対する修正動議。 

  上記動議を、地方自治法第１１５条の３

及び会議規則第１３条第２項の規定により、

別紙の修正案を添えて提出いたします。 

  第２１号議案、平成３１年度豊能町一般

会計補正予算に対する修正案。 

  第２１号議案、平成３１年度豊能町一般

会計補正予算の一部を次のように修正する。 

  第１条中「２９3,７０９千円」を「２９3,

５８５千円」に、「6,９２5,７０９千円」

を「6,９２5,５８５千円」に改める。 

  「第１表 歳入歳出予算補正」の一部を

別添のように改める。 

  第１表 歳入歳出予算補正。 

  歳入、款・繰入金、項・基金繰入金、１

２４万円を減額します。 

  歳出、款・総務費、項・総務管理費、１

２万4,０００円を減額いたします。先ほど

もそうです。済みません。歳入１２万4,０

００円を減額いたします。 

  １０ページをごらんください。 

  歳入、款・繰入金、項・基金繰入金、

目・財政調整基金繰入金１２万4,０００円

を減額します。 

  １２ページをごらんください。 

  歳出、款・総務費、項・総務管理費、

目・電子計算費、行政情報化推進事業、通

信運搬費を削除し、ゼロといたします。 

  削除の理由といたしましては、町長がリ

アルタイムに情報発信するために使用と説

明がありましたが、意見・質問のたびにス

マホを持つ人が町長、職員と答弁が変わる

こと、また、使用についてのマニュアルが

全く作成されていないこと、本予算にはホ

ームページの更新事業が３年の計画で予算

化されていることでまずはホームページの

充実を図ること、そのような理由でこの行

政情報化推進事業、通信運搬費の削除を提

案いたします。 

○議長（永谷幸弘君） 

  これより、ただいま提出されました修正

案に対する質疑を行います。 

  田中龍一議員。 

○２番（田中龍一君） 

  ２番・田中龍一でございます。 

  質問させていただきます。 

  私は、今お伺いしまして、スマートフォ

ン購入事業、町長がみずからスマートフォ

ン活用によって効果的な情報発信を図ると。

住民の意見交換またはタイムリーな情報発

信をしていくということで非常にいいこと

だなと思っております。 

  この中で反対の理由で、一つはスマホを

持つ人が発言の中でちょっと違っていたと、

発言によって少し変わっているような話が

あったという話ですけれども、私は決して、

これ１台を持たれて、町長が持たれたとき

は町長が持つ、持つことができないときは

秘書課の方が持つというふうに解釈してお
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りましたので、これについて私は特におか

しいと思っておりませんでしたので、それ

についておかしくないと思いますがどう思

いますかと。 

  それとマニュアルにつきましてはこれは

当然今回出てきた案でございますので、し

たがいましてマニュアルは今後つくってい

かれるということでございますから、この

マニュアルがまだないからといって、この

議案を、今、修正するというのはいかがな

ものかなと。ですのでこのマニュアルにつ

いてもこれからつくられるということで、

この議案を別に認めてあげてもいいのでは

ないかなということが２点。 

  それともう一つ、ホームページの更新が、

まず図るべきやという話があったんですけ

れども、町長の発言の中でも確かあったと

思うんですけれども、スマートフォンと町

長のホームページを今のところ連動させな

がら逐次にアップしていくみたいなことで、

これによって町長のホームページの充実も

図れるというような話が、私はそういうふ

うに聞いてそういうふうな理解をしておる

んですけれども、その三つについて、私、

先ほどおっしゃられた三つの理由について

は、今、申しましたような理由で当てはま

らないのではないかと思っておりますので、

その３点についてお伺いいたします。 

○議長（永谷幸弘君） 

  管野英美子議員。 

○５番（管野英美子君） 

  自席から質問にお答えします。 

  まずどなたが持つかということですけれ

ども、最初は町長がリアルタイムに発信す

るということでした。質問の中でフェイス

ブックの更新の例を挙げたり、外回りの職

員に持たせたら、常任委員会の中では建設

課の職員も外回りによく出られるという話

もされましたので、町長が持つか職員がと

いうことで答弁が変わることに疑問を持ち

ました。そしてどなたかが持たれるという

ことで使用についてのマニュアルの作成が

早急に、先にマニュアルの作成だと思いま

した。 

  ちなみに常任委員会でも私は質問しまし

たけれども、学校が切望されている留守番

電話の導入には今回の予算には入っていま

せんでした。利用に対しての詳細を詰めて

いないために今議会では見送られたと伺っ

ていますので、やはりマニュアルが先だと

いうことです。 

  そしてホームページの更新なんですけれ

ども、町長のホームページには３月４日の

初登庁以降更新がありませんし、あとは民

間で、豊能のレポーターという方が行事の

発信をされています。先ほどの委員長の報

告にもありましたように、豊能のレポータ

ーも活用するということもありました。ま

た、町長も豊能のレポーターのお１人です。

残念ながらまだ一つも更新はされていませ

んが。そのようなことから、ほかにも方法

があるということで私はこの修正案を提出

しました。 

○議長（永谷幸弘君） 

  田中龍一議員。 

○２番（田中龍一君） 

  今お話聞いてて、ちょっとまだ、僕よく

理解ができてないんですけども、１点目に

ついて誰が持つか明確でなかったという話

があったというふうに言われてたと思うん

ですが、これはやはり１台があって、私の

理解では町長がまず中心に持たれて、持て

ないときは随時その秘書広報課の方が持た

れるというふうな理解をしておりますので、

まずそういうものがあるということについ

て特に違和感は持っておりません。 

  それと次に、やっぱりマニュアルを先に

っていうのがあったんですけど、いろいろ
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審議が出てきて、確かに写すときに個人情

報とか、顔を写すとまずいとか、もしくは

表現のことについて気をつけなければいけ

ないというのは、それは当然あると思うん

ですけれども、そういったことは当然これ

から決めていく話で、これまでの予算の中

でもマニュアルを決めてないからこの予算

を通さなかったというのはなかなかそんな

ものはなかったのではないのかな。なぜこ

のときだけこのマニュアルが必要なのかと

いうのがちょっと私には理解ができません。 

  それともう一つ、管野委員がおっしゃっ

てるように、まさに町長室のホームページ

の充実を図らなあかん。それは皆さん同じ

意見だと思うので、これをもって町長がさ

らに町長室のこのスマートフォンを持って

充実を図るとおっしゃってはるので。 

（発言する者あり） 

○２番（田中龍一君） 

  これについては今、充実を図られてると

思ってますので、それについてよく理由を

説明いただきたいです。今の３点について

私はよく理解できなかったので、さらに理

由をお願いします。 

（発言する者あり） 

○２番（田中龍一君） 

  今の質問です。ですから１問目について

は、誰が持つかはっきりしなかったという

話ですけれども、それについて私ははっき

りしてるというふうに理解しておりますの

で、それについてなぜかということ。 

  それともう一つはマニュアルについては、

マニュアルがないからといってこれまでそ

の予算をとめてきたというものはないのか

なと思いますので、なぜ今回についてマニ

ュアルがないとこれ予算は認められないの

かと。 

  それと３点目については今回の町長室の

ホームページの充実、これについてはまさ

に今回のスマホで充実されようとしている

のにそれを今回断る理由についてわからな

いので、それについてお伺いいたします。 

○議長（永谷幸弘君） 

  管野英美子議員。 

○５番（管野英美子君） 

  修正案も私の考えなので、なかなかその

答えに答えることは難しいなとは思ってい

ますけれども、町長が持つか職員が持つか、

そこでマニュアル化が必要なんです。 

  そして今、例を挙げましたけれども、学

校現場、本当に切望されています。働き方

改革で先生は６時でも７時でも８時でも電

話がかかってきたらとらないわけいかない

んです。留守番電話の導入に本当に一生懸

命、言っておられると思うんですが、それ

でもマニュアルができていないことを理由

に今議会では見送られた。６月議会には必

ず上げていただいていると思いますが、そ

ういう例を挙げて、やはりマニュアルが必

要だということ。 

  それからホームページの更新をやはり充

実をしていただきたいのは、実際に花束贈

呈の町長の写真が上がっているわけですよ。

そうしたら今、空になった議場を写真に撮

っていただいて、今、４月議会を行ってい

ますということを発信していただきたかっ

たなと思うんですね。そこをホームページ

をしっかり確認されたところでやはりスマ

ホの導入を検討されたらよかったんだと思

います。 

  以上です。 

○議長（永谷幸弘君） 

  田中龍一議員。３回目です。 

○２番（田中龍一君） 

  やはり１問目の答えについては、やはり

私としてはなかなか、１台があって、それ

を町長中心に使うということでいいのでは。

（発言する者あり） 
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○２番（田中龍一君） 

  それについて、ですから私ちょっとまだ

理解できないんですね。 

○議長（永谷幸弘君） 

  質問してくださいね。 

○２番（田中龍一君） 

  それについてより詳しく教えてほしいで

す。 

  それともう一つはマニュアルについても、

これも、これについてはそんなに、これを

認めなければやらないという理由にはなら

ないと思います。 

○議長（永谷幸弘君） 

  それは自分の考えですので質問をしてく

ださい。 

○２番（田中龍一君） 

  というのは、先ほど教育委員会の例を挙

げましたけれども、これと考えた場合に別

にこの上げる部分についてはそんなに大し

たことは考えずにある程度できるのかな。

ですからこれについては別に走りながらや

ってもいいと思いますので。 

（発言する者あり） 

○２番（田中龍一君） 

  このマニュアルをもって、マニュアルが

できてないことをもってとめるというのは

おかしいと思いますので、それについて。 

（発言する者あり） 

○議長（永谷幸弘君） 

  質問、質問。 

○２番（田中龍一君） 

  それともう一つ。やはり先ほどから管野

議員がおっしゃってるように、町長室の、

ホームページの町長室の充実、これは充実

しなければいけないと、これは同意見だと

思うんです。町長も充実しなければ。 

○議長（永谷幸弘君） 

  自分の考えでなくて質問をしてください。 

○２番（田中龍一君） 

  充実しなければいけないから今回出して

おられるので、この事業をもってなぜ充実

ができないからということで、これを充実

させようということで出しておられること

について、なぜ充実ができてないからと反

対する理由がちょっと私には理解できない

ので、今回充実させるために出してはるわ

けですから。 

○議長（永谷幸弘君） 

  それは質問になってないですよ。 

○２番（田中龍一君） 

  それに対してなぜ、このスマートフォン

事業が充実に資すると私は思ってますけど

も、なぜ充実に資することがないのかとい

うことについてお伺いいたします。 

（発言する者あり） 

○議長（永谷幸弘君） 

  質問じゃないですね。自分の持論をおっ

しゃってますので、質問をしてください。 

  もういいです。３回目終わりましたので。 

  管野英美子議員。 

○５番（管野英美子君） 

  ちょっとこういう例を挙げてはどうかと

思いますけれど、お隣の町なんですけども、

町長の活動日記といって４月で５回更新さ

れています。はっきり言いませんけども、

もう３４１回更新されているんですね。で

すからこういうふうに町長のページをしっ

かりと上げてほしいんです。ですので私は、

今予算にホームページの更新事業というこ

とを３年計画でやっていただいてますので、

まず示してからやっていただきたいと思っ

ています。 

（発言する者あり） 

○議長（永谷幸弘君） 

  ほかにございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（永谷幸弘君） 

  それでは質疑を終結いたします。 
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  これより第２０号議案から第２５号議案

と第２１号議案の修正案に対する討論を行

います。 

  田中龍一議員。 

（発言する者あり） 

○２番（田中龍一君） 

  こんにちは。 

  ２番・田中龍一でございます。 

  第２１号議案の修正案について反対の立

場で討論をさせていただきます。 

  理由は、町長がみずから住民に向けて情

報発信を行うスマートフォンの購入事業を

削除しているからでございます。 

  今回、塩川町長の、実質的な最初の予算

と言えます。塩川町長は顧客第一の民間キ

ャリアを生かし、住民本位の行政を行う、

これを公約に掲げて選ばれました。住民本

位の行政を行うためには役所と住民との距

離を縮めるためにも、まずは住民の皆様へ

情報発信を取り組まなければいけないとい

うふうに私は考えております。そこで町長

みずからが率先してスマホを使い住民の皆

さんとの意見交換とかタイムリーな情報発

信、このためにスマホ事業を、年間１２万4,

０００円の事業を提案されました。まさに

住民本位の行政を行う、こういった公約実

現のための一つの事業だというふうに私は

思っております。ですのでこの予算には絶

対に必要な事業と考えております。 

（発言する者あり） 

○２番（田中龍一君） 

  住民の皆様は議会に対して、住民の皆様

から議会に対して不信感を抱かせないため

にも、町長の公約実現のためにも、このス

マートフォンの購入事業は必要でございま

す。多くの議員の方の賛同を求めます。 

  よろしくお願いいたします。 

  以上、第２１号議案の修正案に対しての

反対の立場で討論させていただきました。 

（発言する者あり） 

○議長（永谷幸弘君） 

  先ほどの田中龍一議員の発言の中で、議

員に対する大変な侮辱したような発言がご

ざいました。それに対してもう一度訂正を

してはどうでしょうか。 

（発言する者あり） 

○議長（永谷幸弘君） 

  暫時休憩いたします。再開は放送をもっ

てお知らせいたします。 

（午後２時０７分 休憩） 

（午後２時３６分 再開） 

○議長（永谷幸弘君） 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  先ほど、田中龍一議員の反対討論の中で、

町長、議員に対する不適切な発言がありま

したので、これを削除いたします。 

  それでは、次に討論ございませんか。 

  高尾靖子議員。 

○１０番（高尾靖子君） 

  こんにちは。日本共産党の高尾靖子でご

ざいます。 

  第２０号議案、豊能町税条例改正の件で

反対討論させていただきます。 

  ２０号議案は、消費税増税対策として車

体課税の大幅改正や住宅ローン減税の延長

などの措置が中心であり、ひとり親世帯へ

の個人住民税の非課税措置の適用はありま

すけれども、全体として消費税増税のため

の改正となっているため反対といたします。 

  以上です。 

○議長（永谷幸弘君） 

  ほかにございませんか。 

  井川佳子議員。 

○７番（井川佳子君） 

  ７番・井川佳子でございます。 

  第２１号議案、平成３１年度豊能町一般

会計補正予算に対する修正案に対する賛成

討論をいたします。 
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  民間の会社でしたら部長級は会社用携帯

はスマホを持っていらっしゃるところはあ

ります。でも役場はみんな個人持ち携帯で

仕事をしています。今までの町長も個人持

ち携帯で仕事をされていました。お隣の町

長も発信をされておりますが、それも御自

分の携帯電話です。町のホームページに町

長の部屋というコーナーがありまして、い

まだに３月４日の初登頂の写真が掲載され

たままになっております。もう４月２６日

でございます。それすら更新されておりま

せん。発信されるなら予算に乗っている、

まずそれを御活用いただきたい。身を切る

改革とおっしゃりながら町払い携帯をお持

ちになる第１号町長になるのはどうかと私

は思います。本来、町長はしっかりお仕事

されて、規定どおりの報酬をおもらいにな

るものだと思うんです。町長選挙のたびに

報酬の値下げ合戦になるのはどうかと思い

ます。でもその中でも塩川町長は３割カッ

トの報酬を実行されています。その町長が

町が払う携帯をお持ちになる第１号では方

針がずれる感じがするのは私だけでしょう

か。それとも３割カットしているから携帯

代は町払いでということなんでしょうか。

それは違うと思います。町民の皆様の大切

な予算です。議員諸氏におかれましてはこ

の点、お含みおきいただきましてお答えを

出していただきますようお願いいたします。 

○議長（永谷幸弘君） 

  ほかにございませんか。 

  小寺正人議員。 

○８番（小寺正人君） 

  ８番・小寺正人でございます。 

  ２１号議案修正案に反対の立場で討論い

たします。 

  スマホ購入額１２万4,０００円という金

額は組織のトップが所持する情報端末にと

って常識的な価格であると。予算の総額に

比べたら微々たるもんであります。財政面

に大きな無駄を生じるとまで言い切ること

はできません。現在、町長自身所持してる

スマホを使用すればいいではないかという

考え方もできると思います。しかしながら

公私を分けて考えないといけない、これは

どこの組織でも自分の端末を閉じたシステ

ムの中につなげることはできないようにな

ってるんです。公私混同した場合、情報漏

れが起こる可能性があります。同時に豊能

町のシステムに個人の情報端末を外部接続

するにはセキュリティ問題が発生する可能

性が非常に高いんです。そうするとやっぱ

りそのスマホっていうのを、個人の端末を、

その閉じたシステムの中に接続することは

避けないかん。そしてそのスマホ使用規則、

運用マニュアルが必要ならば、それぞれ作

成して使用条件が調い次第、使用運用を始

めれば済む話であります。今回、民間出身

の町長が民間の発想でみずから率先垂範し

て町の魅力を積極的に外部に対して情報発

信する意思を示されたわけです。このポジ

ティブ思考、アグレッシブな姿勢こそが、

住民が求める、求めている民間出身の町長

像、こういうことです。豊能町の発展につ

ながることが確信できます。ネガティブな

思考で決して町の展望は望めません。議会

も、もうやってみなはれというぐらいの精

神で、温かい目で応援すべきであると考え

ます。 

  以上です。 

○議長（永谷幸弘君） 

  ほかに討論はございませんか。 

  西岡義克議員。 

○１１番（西岡義克君） 

  西岡でございます。 

  私は原案、第２１号議案に対する、平成

３１年度の豊能町一般会計補正予算に対す

る、本案に対する賛成討論をいたしたいと
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思います。 

  坂には厳しい上り坂と下り坂があります

が、もう一つ、予期せぬまさかという坂が

ございます。今回、前町長の急逝によるま

さかの町長選挙、加えて議員の補欠選挙で

あります。その結果、３１年度予算が補正

予算というような形で提案され、豊能町の

令和元年の１年間の政策予算が、予算特別

委員会もなく、委員会付託に付され審査さ

れたわけでございます。 

  それはさておき、平成２９年度の決算に

よる事業評価成果報告書の各部、各課での

政策目標予算の１番は地域で育て地域で育

つ人を大切にするまちづくりであります。

２番目は住民と行政との信頼・協働による

まちづくりであります。つまり住民を大切

にして地域を活性化させるまちづくり、そ

してそのために住民と行政が信頼・協働す

る中で一体となってまちづくりを進めると

いうことであります。もとより協力して働

く協働という字はお互いに自分のないとこ

ろを補完・協力し合いながら協力するとい

うことでありますから、情報の共有が基本

中の基本、つまり原点であります。行政の

スマホ導入は住民との直結行政の最たるも

のであり、住民との信頼、協働の先端を行

くものでありますが、大変な苦労と切磋琢

磨の精神が必要であります。私は心して行

政の見える化を図り、住民目線での積極果

敢な行財政運営を図り、教育力日本一を目

指してまちづくりに邁進していただくこと

を念願して、このスマホに関してもそうで

すけども、２１号議案の原案に対して賛成

討論といたします。議員諸侯の御賛同をよ

ろしくお願いいたします。 

  以上でございます。 

○議長（永谷幸弘君） 

  ほかに討論はございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（永谷幸弘君） 

  討論を終結いたします。 

  これより採決を行います。 

  第２０号議案、豊能町税条例改正の件に

対する委員長の報告は、可決であります。 

  本件は、委員長の報告のとおり決するこ

とに賛成の方は、起立願います。 

（多数起立１０：１） 

○議長（永谷幸弘君） 

  起立多数であります。 

  よって、第２０号議案は、委員長報告の

とおり可決されました。 

  第２１号議案、平成３１年度豊能町一般

会計補正予算の件に対する総務建設常任委

員会委員長の報告は否決、福祉教育常任委

員会委員長の報告は可決であります。 

  まず、本件に対する管野英美子議員ほか

２名の議員から提出された修正案について

採決いたします。 

  本修正案に賛成の方は、起立願います。 

（多数起立７：４） 

○議長（永谷幸弘君） 

  起立多数であります。 

  よって、修正案は可決されました。 

  次に、ただいま修正議決した部分を除く

原案について採決いたします。 

  修正議決した部分を除く部分を原案のと

おり決することに賛成の方は、起立願いま

す。 

（多数起立１０：１） 

○議長（永谷幸弘君） 

  起立多数であります。 

  よって、修正議決した部分を除く部分は、

原案のとおり可決されました。 

  第２２号議案、平成３１年度豊能町国民

健康保険特別会計事業勘定補正予算の件に

対する委員長の報告は、可決であります。 

  本件は、委員長の報告のとおり決するこ

とに賛成の方は、起立願います。 
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（全員起立） 

○議長（永谷幸弘君） 

  起立全員であります。 

  よって、第２２号議案は、委員長報告の

とおり可決されました。 

  第２３号議案、平成３１年度豊能町国民

健康保険特別会計診療所施設勘定補正予算

の件に対する委員長の報告は、可決であり

ます。 

  本件は、委員長の報告のとおり決するこ

とに賛成の方は、起立願います。 

（全員起立） 

○議長（永谷幸弘君） 

  起立全員であります。 

  よって、第２３号議案は、委員長報告の

とおり可決されました。 

  第２４号議案、平成３１年度豊能町介護

保険特別会計事業勘定補正予算の件に対す

る委員長の報告は、可決であります。 

  本件は、委員長の報告のとおり決するこ

とに賛成の方は起立願います。 

（全員起立） 

○議長（永谷幸弘君） 

  起立全員であります。 

  よって、第２４号議案は、委員長報告の

とおり可決されました。 

  第２５号議案、平成３１年度豊能町下水

道事業特別会計補正予算の件に対する委員

長の報告は、否決であります。 

  したがって、原案について採決いたしま

す。 

  本件は、原案のとおり決することに賛成

の方は、起立願います。 

（全員起立） 

○議長（永谷幸弘君） 

  起立全員であります。 

  よって、第２５号議案は、原案のとおり

可決されました。 

  以上で、本４月会議に付された事件は、

全て終了いたしました。 

  お諮りします。 

  本４月会議は、本日で閉会したいと思い

ます。これに異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（永谷幸弘君） 

  異議なしと認めます。 

  よって、本４月会議は、本日で閉会する

ことに決定いたしました。 

  これで、本日の会議を閉じます。 

  閉会に当たり、町長から挨拶がございま

す。 

  塩川恒敏町長。 

○町長（塩川恒敏君） 

  議長から発言のお許しをいただきました

ので、御挨拶をさせていただきます。 

  平成３１年４月会議閉会に際しまして御

挨拶申し上げます。 

  さて、御提案をさせていただきました議

案につきまして御審議を慎重に賜りありが

とうございました。本日は平成元号の最後

の会議であり、大変、私にとっても印象深

いものでございます。 

  ５月１日から新天皇の即位に伴う祝日と

なりますけれども、あすから５月の６日ま

で１０日間ということでございます。議員

の皆様も日ごろのお疲れをいやしていただ

き、また、おけが、事故のないように、新

しい年号、令和とともに皆様の御多幸をお

祈りする次第でございます。 

  また、本町も輝かしい未来に向けて今後

御支援を賜りたく存じますのでよろしくお

願いを申し上げます。 

  皆様、本当にお疲れさまでございました。

ありがとうございました。 

○議長（永谷幸弘君） 

  これをもって平成３１年豊能町議会４月

会議を閉じ、散会といたします。 

  どうもお疲れさまでした。 
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散会 午後２時５３分 
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本日の会議に付された事件は次のとおりである。 

第２０号議案 豊能町税条例改正の件 

第２１号議案 平成３１年度豊能町一般会計補正予算の件 

第２１号議案 平成３１年度豊能町一般会計補正予算に対する修正案 

第２２号議案 平成３１年度豊能町国民健康保険特別会計事業勘定補正予 

       算の件 

第２３号議案 平成３１年度豊能町国民健康保険特別会計診療所施設勘定 

       補正予算の件 

第２４号議案 平成３１年度豊能町介護保険特別会計事業勘定補正予算の 

       件 

第２５号議案 平成３１年度豊能町下水道事業特別会計補正予算の件 
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    以上、会議の次第を記し、これを証するためここに署名する。 
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